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横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画

（
新
規
・
拡
充
施
策
）も
２
年
目

を
迎
え
て
各
種
事
業
の
成
果
も

徐
々
に
目
立
っ
て
き
た
。初
年

度
か
ら
い
き
な
り
当
初
計
画
の

８
割
増
に
あ
た
る
90 

ha
近
い
契

約
実
績
と
な
っ
た「
水
田
保
全

契
約
奨
励
事
業
」は
、さ
ら
な
る

追
加
申
し
出
が
な
さ
れ
て
対
象

面
積
は
100 

ha
に
近
づ
い
て
い

る
。昭
和
50
年
代
、横
浜
市
内
で

も
盛
ん
に
水
田
転
作
が
奨
励
さ

れ
て
い
た
頃
を
振
り
返
る
と
正

に
隔
世
の
感
が
あ
る
。同
じ
奨

励
事
業
に
関
わ
る
現
地
確
認
で

も
、転
作
さ
れ
た
元
水
田
を
確

認
す
る
の
と
青
々
と
し
た
稲
穂

が
た
な
び
く
田
ん
ぼ
を
確
認
す

る
の
と
で
は
気
持
ち
の
張
り
が

違
う
。

　

大
都
市
よ
こ
は
ま
に
と
っ
て

は
絶
滅
危
惧
種
的
に
貴
重
な「
田

ん
ぼ
の
あ
る
風
景
」を
保
全
し
よ

う
と
、市
町
村
レ
ベ
ル
で
は
極
め

て
先
進
的
な
直
接
所
得
補
償
制

度
を
創
設
し
た
横
浜
市
、そ
し

て
、そ
の
制
度
に
敏
感
に
呼
応
し

た
多
く
の
水
田
所
有
者
た
ち
の

米
作
り
に
掛
け
る
心
意
気
を
大

切
に
し
た
い
も
の
だ
。

冬野菜の作付け　田谷長尾台農業専用地区（栄区長尾台町）

●地の声　　●林市長に要望書提出　　●農用地一筆調査　　●農業委員研修会
●体験農業「おイモづくし　農体験」　　●農業委員選挙人名簿　　●よくわかる農業者年金
●農地の相続時は届出を　　●事務処理状況報告　　●農業委員紹介　　●横浜市からのお知らせ　　●農を考える
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林市長に要望書を提出　～平成23年度横浜市農業施策に関する市長要望～
　農業委員会連合会では、８月27日に

林文子横浜市長を訪問し、新年度予算・

施策の拡充を要請する要望書を手渡し

ました。連合会から小川会長、小山副

会長のほか計６名の理事が出席し、都

市農業の推進をはじめ、農地の保全・

有効利用対策、担い手経営対策、農業

委員会活動の充実等、横浜市施策の拡

充を求めました。

　市長からは、横浜の農業の先進性や農地をはじめとした日頃

のみどり環境維持活動に対する敬意が表されるとともに、「横

浜みどりアップ計画」を含めた横浜市独自の農地を守る制度に

ついて、さらに農業者の理解と協力への期待が語られました。

農振農用地一筆調査に農業委員も参加しています
　北部農政事務所では毎年、農業振興地域内農用地区域の土地利用状

況を把握するため、農用地の一筆調査を行っています。今年も７月下

旬より地区ごとに順次調査を始めていますが、この現地調査に事務所

職員と共に地区担当の農業委員も参加しています。

　昨年の農地法等の改正にともない、農業委員会は管内の農地の利用

状況調査を実施することになり、農業委員会の役割が重視されていま

す。農地が適正に利用されるよう、中央農業委員会では北部農政事務

所と協力して調査を進めていきます。

農地の貸し借りの拡大、相続税納税猶予の適正運用等を研修
　南西部農業委員会では、８月25日午前に農業委員の研修会を開催

しました。昨年12月の農地法等の改正により、個人や法人への農地

の貸付が緩和されたため、今後予想される農外からの新規参入などの

ケースについて紹介し、相談や審査のポイントを学びました。また、

相続税納税猶予制度の適正な運用のため、多数の事例を現地写真等で

紹介し、適用農家への指導・啓発の方法や相談、審査の進め方を確認

しました。

調査の様子
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　毎年恒例、南西部農業委員会の体験農業が、港南区野庭農
業専用地区の畑で行われています。
今年のテーマは「おイモづくし　農体験」。ジャガイモ・サト
イモ・サツマイモをそれぞれ２品種ずつ栽培。参加者68名で、
秋まで毎月一回、計５回の栽培作業を行い、栽培と収穫を楽
しみながら学びます。
　６月26日にはジャガイモの収穫が行われました。「こんな
に取れたー！」農業委員の指導と手助けで、袋一杯のおイモ
を掘り上げ、色が違う２種類のジャガイモを見比べて興味
津々でした。
　８月９日にはサトイモの除草。30℃を超える暑い日でしたが、畝間にびっしり生えていた雑草が、参加者
の手であっという間にきれいになりました。農業委員からも「これだけきれいになったら、おイモもぐんぐ

ん育つでしょう」と太鼓判をもらいました。
　当委員会では、約20年前から管内各地で体験農業を継続しています。
市民のみなさんが実際に農作物の植え付けから収穫までを通して体験す
ることで、農業の魅力や大変さを実感し、都市農業への理解を深めるこ
とを目指しています。
　これからサツマイモ、サトイモの収穫があり、文字通り「おイモづく
し」。参加者にとってまたとない体験となりそうです。

おイモづくし！農体験おイモづくし！農体験

　来年、平成23年夏に農業委員会委員の選挙が行われます。

　この選挙は、農業委員会委員選挙人名簿に登載されていないと、投票等をすることができません。

　選挙人名簿に登載されるためには、「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」を提出する必要があります。

　11月以降、各農家に「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」が郵送されますので、選挙資格を有する方

全員をご記入のうえ、農業委員会あてになるべく早めに同封の返信用封筒で返送してください。

　資格があっても、申請書の提出がないと選挙人名簿に登載されないため、投票等をすることができません
ので、ご注意ください。

　　選挙資格は、20歳以上（平成３年４月１日までに生まれた方）で、
①　耕作面積が10アール以上の農業経営主の方
②　①の方と同居している親族またはその配偶者のうち、耕作従事日数が年間
　　概ね60日以上の方

申請については　各農業委員会
選挙については　横浜市選挙管理委員会　☎671－3336

農業委員会委員選挙人名簿
登載申請書の提出のお願い
農業委員会委員選挙人名簿
登載申請書の提出のお願い

● 問 合 せ
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事務処理状況 中央農業委員会

−受付件数並びに面積−

耕作目的の
売買・貸借
３ 条 許 可

市街化調整
区域の転用
4・5条許可

市街化区域
の 転 用
4・5条届出

相続税納税
猶予・適格
者証明
（入口）

相続税納税
猶予・利用
状況確認
（20年明け）

第23回農地部会
６月24日

0件
0㎡

2件
1,492㎡

54件
21,305㎡

1件
10,825㎡

2件
8,190㎡

第24回農地部会
７月26日

1件
989㎡

7件
865㎡

59件
24,356㎡

6件
39,861㎡

6件
22,311㎡

第25回農地部会
８月26日

3件
3,028㎡

8件
3,241㎡

53件
12,704㎡

6件
12,401㎡

2件
2,619㎡

−小数点以下切捨て−

事務処理状況 南西部農業委員会

−受付件数並びに面積−

耕作目的の
売買・貸借
３ 条 許 可

市街化調整
区域の転用
4・5条許可

市街化区域
の 転 用
4・5条届出

相続税納税
猶予・適格
者証明
（入口）

相続税納税
猶予・利用
状況確認
（20年明け）

第24回総会
６月24日

0件
0㎡

2件
1,500㎡

34件
32,506㎡

3件
15,771㎡

4件
12,059㎡

第25回総会
７月26日

0件
0㎡

4件
3,178㎡

39件
18,582㎡

4件
16,723㎡

3件
2,879㎡

第26回総会
８月25日

0件
0㎡

2件
464㎡

49件
21,498㎡

0件
0㎡

3件
13,532㎡

−小数点以下切捨て−

◉農業者年金制度説明会・相談会　開催予定（予約不要。お気軽にご参加ください。）
　平成22年12月８日（水）　14～16時　JA横浜みなみ総合センター
　平成22年12月15日（水）　14～16時　JA横浜きた総合センター

詳細は、農業年金基金のホームページからもご覧になれます。　　http://www.nounen.go.jp

4

農地を相続したときは、農業委員会へお届けください！
　相続等により農地の権利を取得した場合は、農業委員会に届出が必要です。（農地法第３条の３）

　権利が確定（相続登記等）した時点で、権利を取得した方が届出書を提出してください。

　詳しくは農業委員会窓口へお問い合わせください。
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飯田地区

遠
え ん ど う

藤　　幸
さ ち お

生4
磯子地区

岡
お か も と

本　　一
はじめ3

　私が担当している磯子地区は、南北
に長く国道16号線を境に東側は高速湾岸
線が通り一大工業地帯になっております。
また、西側には主要地方道路、横浜・伊勢
原線（笹下・釜利谷道路）が通り、住宅街が広がってい
ます。当地区は、工場と住宅地が地区内の大半をしめ
ており、農地は地区内の北東に位置する大岡川の源流
のある氷取沢が主で、農業専用地区と市民の森がある
大変緑豊かな自然に恵まれた所です。このすばらしい
環境の中にある優良な農地を守り、荒廃農地を解消し、
次の世代に引き継いでいかなければと思っています。
　この夏には、消費者に喜ばれる新鮮な農産物を提供
できる大型直売所「メルカート磯子」がオープンしまし
た。消費者と「直に接し・声を聞く」ことは、農業経営
の大きな励みとなります。今後も次世代・未来に農地・
自然を引き継いでいけるよう努力します。

●担当地区のご紹介

青葉区

都筑区

港北区

鶴見区
緑区

神奈川区
旭区

瀬谷区
西区保土ケ谷区

泉区

戸塚区 港南区

南区 中区

栄区

磯子区

金沢区

中央農業委員会管内 南西部農業委員会管内
2

1

4

3

農業委員紹介

●担当地区のご紹介

　私の担当する地域は、東は環状４号線、
西は境川に囲まれた上飯田町北部（上飯田広中
塚交差点から新緑橋を結ぶ線より北側）です。
この地域では、ナシなどの果樹やトマト・ダイコ
ンなどの野菜の栽培が盛んで、シンビジューム（洋

ラン）などの花卉栽培もされております。
　また、今では少なくなってしまいましたが、境川沿いに田
んぼが残っており、カエルが鳴いたりトンボが飛び交ったり
して、生物多様性を身近に感じられる場所となっています。
　近年では、環状４号線沿いに、大型の家電店や玩具
店・スーパーなど、地の利を生かした店舗が立ち並び、
地域住民の生活に大きく影響を与えています。
　これらの土地は、以前は一帯がきれいな農地でした。
　便利になること、農地（緑）が存続されること、どち
らも大切なことです。
　未来へ向けて、そのバランスを保てるよう、農業委員とし
ての役目を果たしていきた
いと思います。

　二俣川地区は相鉄線二
俣川駅を中心に横浜副都
心として発展してきている街、町ですが、住宅の中に
優良農地が数多く残る、緑豊かな環境です。野菜の生
産量もきわめて多く、庭先や直売所で販売されていま
す。後継者は専業農家ではなく、各部門別経営に変わっ
ています。
　都市農業について議論されて久しいですが、いまだ
発展的な結論がみられません。都市農業の方向付けが
必要急務であり、都市に即した農業委員会の対応も急
がれています。
　私も造園、園芸を通じて社会貢献しており
ますが、より一層住みよい地域社会
の存続を考えております。農業につ
いても、「魂」の入れ替え時期かと思い
ながら、農業政策の好転を願望してい
ます。

　私は原地区を担当してい
ます。「原」と言う地名はあり
ませんが、瀬谷区阿久和・三ツ境地区が該当します。なぜ、
原地区になったかというと、管内に原小学校があり、その学
校から名前を取って原地区になったと聞いております。原地
区は、中央を東から西へと新幹線が通り、それを境に南側
が市街化区域、北側が市街化調整区域に分かれています。
　農業経営形態はバラエティーに富んでおり、野菜農家・
酪農家・果樹農家などがあります。最近では私も行っており
ますが、栽培収穫体験ファームや特区農園が増えております。
　昔は水田もありましたが、現在では埋め立てられて住宅に
なったり、遊水池になってしまいました。
　自然環境が失われていく中、少しでも後世に自然を残

すような政策や、税制面での特段の配慮を行
政当局に働きかけていくと共に、私たち農
家も農地を守っていかなければならない
と思います。

●担当地区のご紹介●二俣川地区について

二俣川地区

鈴
す ず き

木　一
い ち ま つ

松
原地区

堀
ほ り え

江　八
は ち ろ う

郎
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横浜市からのお知らせ

名木・古木を登録しませんか？
　横浜市では、樹齢が概ね100年以上で樹容が優れている樹木や、市民に親しまれてきた樹木を、名木･古木と
して指定しています。平成22年３月末現在、904本・５群が指定を受けています。所有者からの申請により、樹
木の審査を経て指定された樹木は、診断、治療、剪定等の管理費用の一部について助成を受けることができます。
みどりアップ推進課では、新規指定申請及び助成申請を随時受け付けています。

農外からの個人や法人の農業参入が緩和されます
　昨年12月に改正農地法等が施行され、「新たな農地制度」がスタートしました。これを受け、横浜市は「農業経
営基盤の強化の促進に関する基本的な構想」を６月に策定し、本市における多様な担い手に対する農地の貸し借
りに関する事項を定めました。
　一定の条件を満たし、かつ地域の農業との調和に努め、農地を農業生産の場として効率的に利用する場合に解
除条件付きで農地の貸借が認られることになります。
　行政や農協等の連携による遊休農地対策の一環として農地を最大限に有効利用します。
● 問 合 せ　　環境創造局　農地保全課　☎671−2630　北部農政事務所　☎948−2479
	 南部農政事務所　☎866−8492

23年４月から

環境創造局　みどりアップ推進課　☎671−2688● 問 合 せ
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が
指
定

さ
れ
、
農
業
生
産
額
は
神
奈
川
県
内

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
。こ
れ
は
、

農
業
者
が
野
菜
、
果
樹
、
花
卉
、
植

木
、
畜
産
、
水
稲
等
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
を
地
の
利
を
活
か
し
て
時
代
を
超

え
て
連
綿
と
営
ん
で
き
た
結
果
で
あ

り
、
農
地
が
保
全
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
現
在
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
各

方
面
が
か
ま
び
す
し
い
。

　

市
民
の
視
点
で
は
、
農
業
の
多
面

的
機
能
や
地
産
地
消
の
体
得
が
進
み

意
識
が
高
揚
し
て
い
る
も
の
の
、
農

畜
産
物
を
購
入
す
る
際
に
、
品
定
め

を
す
る
十
分
な
時
間
と
機
会
が
制
限

さ
れ
が
ち
な
あ
わ
た
だ
し
い
日
常
生

活
の
中
で
、
価
格
の
お
買
い
得
感
が

優
先
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
自
身
の

消
費
ス
タ
イ
ル
が
農
業
を
支
え
て
い

く
と
い
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
に
く
い

の
が
実
態
で
は
な
い
か
。

　

農
業
者
、
市
民
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ

の
感
覚
に
は
、
ま
だ
互
い
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
農

業
に
関
す
る
と
ら
え
方
が
変
わ
り
、

世
間
の
話
題
に
上
る
こ
と
が
増
え
声

援
も
多
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
農

業
に
か
か
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

地
道
な
取
り
組
み
を
継
続
し
相
互
理

解
を
深
め
、
農
業
の
振
興
・
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

農を考える
地道な取り

組みを継続
しよう

11月は地産地消月間！～よこはま地産地消フォーラム2010　開催～
　今年は、はまふぅどコンシェルジュ講座開始５周年を記念して、はまふぅどコンシェルジュ展示・体験コーナー
や農家のトークショー、横浜の農業・地産地消紹介コーナーなど盛りだくさん。ぜひご参加ください。詳しくは
広報よこはま特別号(9/15発行)または、横浜市ホームページをご覧ください。

● 日 　 時	 11月７日（日）10：00－16：00
● 会 　 場	 男女共同参画センター横浜きた　アートフォーラムあざみ野
	 入場無料（一部有料コーナーあり）

環境創造局　農業振興課　☎671−2639● 問 合 せ


